
◆ 意 見 募 集 期 間 ：

◆ 提出者数･意見数： ４人・２９件

◆

指摘箇所 提出された意見 意見に対する市の考え方 市の方針

1

Ｐ５、６
第１章　計画の策定に当
たって
２　計画の位置付け
（４）三つの計画の関係

　地域福祉計画、地域福祉活動計
画、地区活動計画、この３者の関連
についての図を見た上での意見。 
　地区活動計画は、「福祉制度を活
用するまでもない身近な問題や、既
存の福祉制度では解決できない問題
の解決に向けた地域福祉の取組」と
あるが、それだけではないと認識し
ています。福祉制度の活用に向けた
情報提供や、縦割りではない福祉制
度を地域住民が理解し、共有するた
めの場としても、大きな役割がある
のではないかと思います。６地区の
地域福祉推進協議会には、さまざま
な福祉専門職や、また地域の民生・
児童委員も委員として入っていま
す。 
　市民意識調査での重点課題「福祉
に関することが何でも相談できる窓
口」(１４頁他)の入り口とも位置づ
けることが必要と思います。

　「地域福祉地区活動計画」については、様々な問題の解決
や地域福祉の取組を行うことを目的として策定され、各地区
の地域福祉推進協議会で情報提供等も含めた幅広い地域福祉
活動を進めていただいています。地域福祉活動の中の相談機
能については、「第４章　目標実現に向けた市民、関係団
体、市及び社会福祉協議会の取組」の「Ｎｏ．７　地域と連
携して展開する専門的・総合的相談支援体制の確立」の
「（４）社会福祉協議会の取組」に内包されているものと考
えていますが、御意見を頂いたとおり、関係者が連携して相
談対応を行うことが重要であると認識していますので、当該
部分に「関係者が連携して取り組めるよう」、地域福祉担当
職員がサロン活動等に参加し、支援等を行う旨を追加しま
す。

○
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Ｐ１８
第３章　計画の基本的な
考え方
１　基本理念

　全体の考え方について 地域には多
様な人がいて、例えば障がい者のあ
る人（子）は各年代、世代にいるの
で、取組の対象を障がい者（子）と
するのではなく、世代対象になって
いる取組の中に障がいのある人
（子）もいると念頭に置いて計画さ
れるべきと思う。また、全ての取組
を実施する際は、ＳＤＧs目標5番
ジェンダー平等の視点が貫かれてい
るように配慮されるべきであること
を（ジェンダーの主流化）を基本理
念に追記してください。

　御意見のとおり、全体として取組の対象を障がい者とする
のではなく、各取組を進めるに当たって障がい者もいるとい
う視点から計画を策定しています。一方で、障がい者を含め
誰一人として取り残されない地域をつくるためには、「障が
い福祉サービスの充実」等の分野ごとの取組も必要だと考え
ていますので、取組の記載は素案のとおりとさせていただき
ますが、頂いた御意見を踏まえ、「第４章　目標実現に向け
た市民、関係団体、市及び社会福祉協議会の取組」の「Ｎ
ｏ．９　地域全体で共に学び育つ環境づくり」に障がいの有
無によって分け隔てられることなく地域で共に学び育つこと
ができるよう、障がいに関する理解の向上や誰もが参画でき
る地域活動の促進を図る必要がある旨を追加します。
　ジェンダー平等については、他のＳＤＧｓの目標を含め、
本計画に全体的に関わる事項だと考えていますので、基本理
念の「（３）丸ごと支える福祉により安心して住みやすいま
ちづくり」の「誰一人として孤立することなく」の前に「Ｓ
ＤＧｓの理念を踏まえ、」を追加し、注釈としてＳＤＧｓに
係る「第４次計画の基本的な考え方」やＳＤＧｓの説明を記
載したページがある旨を補記します。

○
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Ｐ１９、２０
第３章　計画の基本的な
考え方
２　第４次計画の基本的
な考え方

　第３次計画とは異なる視点で、
「住民の主体性」を謳った表現に賛
同します。コロナ禍で打撃を受けた
地域福祉の再スタートを、多世代の
住民が主体的に進めるために、市・
社協には支援をお願いしたいと思い
ます。ここに表現された文言ひとつ
ひとつが、今後の地域福祉活動の原
動力となると思います。「地域で活
動している多くの人・組織の連携、
ネットワークの構築・強化、活動場
所の確保、拠点整備、人材の育成、
などなど」。

　計画を推進し、取組を進めていきます。

―

第４新座市地域福祉計画・新座市社会福祉協議会地域福祉活動計画、新座成年後見制度利用促
進基本計画、新座市再犯防止推進計画（素案）への御意見等と御意見等に対する市の考え方

令和４年１２月６日（火）～令和５年１月５日（木）

提出された意見と意見に対する市の考え方

◎：意見のとおり素案を修正したもの
○：意見どおりではないが、素案の一部修正したもの
△：素案の修正は行わないが、今後の参考・検討課題とするもの
―：素案を修正しないもの／意見を採用しないもの

市民等
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◆ 提出者数･意見数： ４人・２９件

◆

指摘箇所 提出された意見 意見に対する市の考え方 市の方針

第４新座市地域福祉計画・新座市社会福祉協議会地域福祉活動計画、新座成年後見制度利用促
進基本計画、新座市再犯防止推進計画（素案）への御意見等と御意見等に対する市の考え方

令和４年１２月６日（火）～令和５年１月５日（木）

提出された意見と意見に対する市の考え方

◎：意見のとおり素案を修正したもの
○：意見どおりではないが、素案の一部修正したもの
△：素案の修正は行わないが、今後の参考・検討課題とするもの
―：素案を修正しないもの／意見を採用しないもの

市民等
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Ｐ２０
第３章　計画の基本的な
考え方
２　第４次計画の基本的
な考え方
（４）社会情勢に対応し
た地域福祉の推進
①デジタル化に対応した
地域福祉活動の推進

　（４）「デジタル技術を積極的に
活用することで、多分野間の情報共
有を推進するとともに、効率的な支
援活動に役立てる」とあります。 デ
ジタル化の環境を整えることは必要
ですが、デジタル化についていけな
い層もあるのが現状。 支援が必要な
人にとって利用しやすい環境を護っ
ていくことを優先してほしいもので
す。 

　本項目の冒頭に「デジタル技術の利用が難しい人に配慮し
ながら、」という記載を追加します。

○
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Ｐ２１
第３章　計画の基本的な
考え方
３　第４次計画の基本方
針と目標
図５　基本理念、基本方
針と目標

　基本方針１　自然な支え合いので
きる地域をつくる
　言いたい意味は理解できるが、言
葉遣いとしておかしい。
　「つくる」とは意図して行うもの
で、自然は作られるものではない。
故に人は研修したり支援したりする
必要があるのだと思う。

　基本方針１の「つくる」の目的格は「地域」であり、「自
然な支え合いのできる」は「地域」を修飾する言葉として用
いています。「地域をつくる」という表現は、一般的である
と考えていますので素案のとおりとします。

―
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Ｐ３０、３２、４２ほか
第４章　目標実現に向け
た市民、関係団体、市及
び社会福祉協議会の取組
Ｎｏ．２　地域福祉活動
がしやすい地域づくり
（３）市の取組
③地域福祉活動等の場所
に対する支援
２）地域福祉活動の拠点
の整備ほか

　「地域福祉の活動拠点の整備を進
める必要」とあり、大いに賛同しま
す。実現できる施策を期待します。 
　(３２頁 表の中)「地域団体による
居場所づくり事業、公共施設、民間
事業者の空きスペース等の地域資源
を活用し、生活支援体制整備事業の
生活支援コーディネーターを定期的
に派遣することで、地域福祉推進協
議会を含めた地域のネットワークの
強化や地域福祉の窓口等 の役割を担
い、多属性・多世代に対する居場所
や地域参加の場の 提供を目指す地域
福祉活動の拠点の整備を進める」─
─本当に大切なことが書かれている
と思います。 

　計画を推進し、取組を進めていきます。

―
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Ｐ３２
第４章　目標実現に向け
た市民、関係団体、市及
び社会福祉協議会の取組
Ｎｏ．２　地域福祉活動
がしやすい地域づくり
（３）市の取組
③地域福祉活動等の場所
に対する支援
２）地域福祉活動の拠点
の整備

　生活支援コーディネーターは、定
期的に巡回させるではなく、生活支
援コーディネーター（ｏｒコミュニ
ティワーカー）を常駐させる（常駐
を目指す）の記述を。

　生活支援コーディネーターの役割は、資源開発、ネット
ワーク構築、ニーズと取組のマッチング等、多岐にわたりま
すので、地域福祉活動の拠点に常駐することは難しいと考え
ています。
　しかしながら、地域福祉活動を支援する職員の配置は課題
だと考えていますので、「第４章　目標実現に向けた市民、
関係団体、市及び社会福祉協議会の取組」の「Ｎｏ．３　町
内会、社協支部及び地域福祉推進協議会の活動の促進」の
【現況等】に「地域福祉活動を行う上で住民等による運営が
難しい部分があるといった課題があることから、主に地域福
祉を担当する職員の配置等、地域福祉活動に対する人的支援
の充実が求められています。」という旨の記載を加え、課題
に「地域福祉活動に対する人的支援の充実を図る」を追加し
ます。

○

8

Ｐ３６
第４章　目標実現に向け
た市民、関係団体、市及
び社会福祉協議会の取組
Ｎｏ．３　町内会、社協
支部及び地域福祉推進協
議会の活動の促進
（４）社会福祉協議会の
取組
③地域福祉推進協議会の
運営支援

　(社協の取組)  「福進協の事業の
企画や運営方法等に関する相談に応
じるとともに、地区の実情に合わ
せ、事務局機能のうち住民等による
運営が難しい部分への支援を行いま
す」とあることに、期待していま
す。積極的に地域に出向いて、地域
の人の顔を見てこその相談支援と思
います。

　計画を推進し、取組を進めていきます。

―



◆ 意 見 募 集 期 間 ：

◆ 提出者数･意見数： ４人・２９件

◆

指摘箇所 提出された意見 意見に対する市の考え方 市の方針

第４新座市地域福祉計画・新座市社会福祉協議会地域福祉活動計画、新座成年後見制度利用促
進基本計画、新座市再犯防止推進計画（素案）への御意見等と御意見等に対する市の考え方

令和４年１２月６日（火）～令和５年１月５日（木）

提出された意見と意見に対する市の考え方

◎：意見のとおり素案を修正したもの
○：意見どおりではないが、素案の一部修正したもの
△：素案の修正は行わないが、今後の参考・検討課題とするもの
―：素案を修正しないもの／意見を採用しないもの

市民等
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Ｐ４０、５６
第４章　目標実現に向け
た市民、関係団体、市及
び社会福祉協議会の取組
Ｎｏ．４　社会福祉法人
やＮＰＯ法人、事業所等
を組み込んだネットワー
クの形成
（３）市の取組
②障がい者に関するネッ
トワークの充実
２）地域生活支援拠点等
の整備検討
Ｎｏ．７　地域と連携し
て展開する専門的・総合
的相談体制の確立
（３）市の取組
①身近な地域における相
談支援拠点の設置と連携
の推進
２）地域生活支援拠点等
の整備検討（再掲）

　計画に記すことは求めませんが、
地域生活支援拠点等の整備を検討し
ていく際に、高次脳機能障害が対象
から漏れないようご配慮下さい。
理由
　２０１５年１０月２０日に開催さ
れた社会保障審議会障害者部会（第
７３回）の議事録を見ると、「地域
生活支援拠点等の整備」の関係で、
暴行、暴言や家からの飛び出し、性
的脱抑制等の社会的行動障害がある
高次脳機能障害者については、病院
やサービス事業所でも受け止められ
ず、家族が疲弊しながら支えている
という事例が紹介されたうえで、２
４時間の相談機能と緊急受入れの機
能を持つ地域生活支援拠点の円滑な
整備をして、対象者として高次脳機
能障害も明確に位置付けていただき
たい、といった発言が障害福祉サー
ビスを提供している立場の委員から
の発言が記されています。
　このような発言があったことを受
けてと思われますが、厚生労働省が
公開している「地域生活支援拠点等
について（パンフレット）」では、
初版、第２版共に、「Ｑ３：拠点等
の必要な機能は何ですか？」への回
答の形で、以下のことが記されてま
す。
　○また、Ｑ１の目的を踏まえ、医
療的ケアが必要な重症心身障害、遷
延性意識障害等や強度行動障害、高
次脳機能障害等の支援が難しい障害
者等への対応が十分に図られるよ
う、多職種連携の強化を図り、緊急
時の対応や備えについて、医療機関
との連携も含め、各機能を有機的に
組み合わせ、地域全体で支援する協
力体制を構築していることが重要で
す。

　計画を推進する上での参考とします。

△
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第４新座市地域福祉計画・新座市社会福祉協議会地域福祉活動計画、新座成年後見制度利用促
進基本計画、新座市再犯防止推進計画（素案）への御意見等と御意見等に対する市の考え方
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―：素案を修正しないもの／意見を採用しないもの

市民等
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Ｐ４２
第４章　目標実現に向け
た市民、関係団体、市及
び社会福祉協議会の取組
Ｎｏ．５　多様なつきあ
いができる居場所をつく
る
【主体別の主な取組】

・地域が作る居場所と社協が作る居
場所とは異なるのか？
・又は地域が作り、社協はその作ら
れたものを促進させるのか？　関係
性が不明確
・互いが重なり合い協力し合う図に
なるのではないか？

　地域が行う居場所づくりを社会福祉協議会が支援すること
を基本的な考え方としています。
　このことについては、居場所づくりのみならず地域福祉計
画全般に共通する事項として「第３章　計画の基本的な考え
方」の「１　基本理念」の「（４）支え合いを支える仕組み
づくり」に示しています。
　御意見を頂いたとおり、互いが重なり合い協力し合い推進
するものとなりますが、「第４章　目標実現に向けた市民、
関係団体、市及び社会福祉協議会の取組」の【主体別の主な
取組】については、各主体が取り組むべき項目を明らかにす
ることを目的に各Ｎｏ．に共通した図としていますので、素
案のとおりとします。

―
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Ｐ４０、５７
第４章　目標実現に向け
た市民、関係団体、市及
び社会福祉協議会の取組
Ｎｏ．４　社会福祉法人
やＮＰＯ法人、事業所等
を組み込んだネットワー
クの形成
（３）市の取組
④高齢者に関するネット
ワークの充実
１）高齢者相談センター
による総合相談支援
Ｎｏ．７　地域と連携し
て展開する専門的・総合
的相談支援体制の確立
（３）市の取組
①身近な地域における相
談支援拠点の設置と連携
の推進
９）高齢者相談センター
による総合相談支援（再
掲）

　若年性認知症や高次脳機能障害と
なった人などを含む第２号被保険者
への支援も高齢者相談センターで行
うことについて記して下さい。
理由
　「平成３０、３１年度厚生労働科
学研究費補助金（障害者政策総合研
究事業）高次脳機能障害の障害特性
に応じた支援マニュアルの開発のた
めの研究」では、「介護保険被保険
者のうち、４０歳から６４歳までの
脳卒中などのいわゆる２号被保険者
の支援については、現状では問題が
多い。特に若年層で就労を望む症例
では、介護保険事業には就労支援の
仕組みが存在しないため、いったん
介護保険被保険者となった場合に
は、サービス提供の立案を行う介護
支援専門員が、就労支援についての
助言を行う必要がある。そのために
は、介護支援専門員側に、障害者総
合支援法に基づく高次脳機能障害者
の支援についての知識が求められる
が現状十分とはいいがたい。また、
そういった知識を普及するための啓
発活動も十分に行われているとはい
いがたい。」といった指摘もなされ
ています。
　計画（素案）には、『縦割り』の
関係を超えて「地域共生社会」の構
築を目指すとされています。
　例えば、毛呂山町の「令和４年度　
毛呂山町地域包括支援センター運営
方針」には、「さらに若年性認知症
や高次脳機能障害となった人などを
含む第２号被保険者への支援につい
て、障害福祉担当との連携を強化し
ます。」といったことが記されてい
ます。
　こういった取り組みを参考にして
いただき、「高齢者相談センターに
よる総合相談支援」の対象に第２号
被保険者も含まれていることを明記
して下さい。

　高齢者相談センターが実施する事業の対象者が介護保険の
被保険者である旨は、介護保険法及び地域支援事業実施要綱
に記されていますので、第２号被保険者が相談対象に含まれ
ることは明確であると考えます。そのため、本計画に具体的
な対象を改めて明記することはなじまないと考えていますの
で、素案のとおりとさせていただきます。
　しかしながら、御意見をいただきましたとおり、第２号被
保険者に対する就労支援や障害者総合支援法に基づく支援等
につきましては、介護保険課のみの対応では難しい面があり
ますので、引き続き障がい者福祉課等の関係各課と連携して
いくよう努めます。

―



◆ 意 見 募 集 期 間 ：

◆ 提出者数･意見数： ４人・２９件

◆

指摘箇所 提出された意見 意見に対する市の考え方 市の方針

第４新座市地域福祉計画・新座市社会福祉協議会地域福祉活動計画、新座成年後見制度利用促
進基本計画、新座市再犯防止推進計画（素案）への御意見等と御意見等に対する市の考え方

令和４年１２月６日（火）～令和５年１月５日（木）

提出された意見と意見に対する市の考え方

◎：意見のとおり素案を修正したもの
○：意見どおりではないが、素案の一部修正したもの
△：素案の修正は行わないが、今後の参考・検討課題とするもの
―：素案を修正しないもの／意見を採用しないもの

市民等
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Ｐ４４
第４章　目標実現に向け
た市民、関係団体、市及
び社会福祉協議会の取組
Ｎｏ．５　多様なつきあ
いができる居場所をつく
る
（４）社会福祉協議会の
取組
②社協支部による居場所
づくりの促進
１）会食ふれあい事業の
促進

　「会食ふれあい事業」が困難なコ
ロナ禍にあって、社協支部ごとに工
夫を凝らしたサロンなどのふれあい
事業が展開されています。(弁当など
食品の配布以外にも)  例えばリバー
サイド社協支部では「ワンディギャ
ラリー」と称して、２０２１年１２
月から集会所で、隔月に２日間だけ
地域居住者の文化芸術作品の展示を
し、そこに地域のみなさんが見学に
訪れる企画を行っています。見学に
訪れた地域の居住者が、久し振りに
会えた友人と談笑したり近況を語り
合ったりしています。そのように社
協支部ごとのサロン的企画にも、市
社協としての支援をして欲しいもの
です。 

　社協支部の支援については、「第４章　目標実現に向けた
市民、関係団体、市及び社会福祉協議会の取組」の「Ｎｏ．
３　町内会、社協支部及び地域福祉推進協議会の活動の促
進」の「（４）社会福祉協議会の取組」のうち「②社協支部
の設置の推進と活動への支援」に位置付けており、引き続き
社協支部の運営について、支援していきます。

―
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Ｐ５０
第４章　目標実現に向け
た市民、関係団体、市及
び社会福祉協議会の取組
Ｎｏ．６　誰一人として
取り残されない地域づく
り
（３）市の取組
③高齢者に対する支援と
介護予防の充実
２）介護保険サービスの
充実

　介護保険サービスが優先される第
２号被保険者の場合、併用できる障
害福祉サービスに、適切につなげて
いくことを計画に記して下さい。
　例えば、クリニックの失語症デイ
ケアに通う第２号被保険者の方が、
併用できる障害福祉サービスも利用
できるように。
理由
　計画（素案）では、『縦割り』の
関係を超えて「地域共生社会」の構
築を目指すとされています。
　介護保険と障害福祉の適用関係が
ございます。
　そして、国は事務連絡も出してい
ます。

　介護保険サービスと障がい福祉サービスに限らず、適切な
サービスにつなげていくことは重要であり、地域福祉計画の
性質を考慮すると網羅的に記載すべきと考えますので、「第
４章　目標実現に向けた市民、関係団体、市及び社会福祉協
議会の取組」の「Ｎｏ．６　誰一人として取り残されない地
域づくり」の【現況等】に各分野の連携による適切なサービ
ス提供を行う必要がある旨を追加します。

○



◆ 意 見 募 集 期 間 ：

◆ 提出者数･意見数： ４人・２９件

◆

指摘箇所 提出された意見 意見に対する市の考え方 市の方針

第４新座市地域福祉計画・新座市社会福祉協議会地域福祉活動計画、新座成年後見制度利用促
進基本計画、新座市再犯防止推進計画（素案）への御意見等と御意見等に対する市の考え方

令和４年１２月６日（火）～令和５年１月５日（木）

提出された意見と意見に対する市の考え方

◎：意見のとおり素案を修正したもの
○：意見どおりではないが、素案の一部修正したもの
△：素案の修正は行わないが、今後の参考・検討課題とするもの
―：素案を修正しないもの／意見を採用しないもの

市民等
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Ｐ５０
第４章　目標実現に向け
た市民、関係団体、市及
び社会福祉協議会の取組
Ｎｏ．６　誰一人として
取り残されない地域づく
り
（３）市の取組
③高齢者に対する支援と
介護予防の充実
４）高齢者見守り模擬訓
練

　ご高齢の方だけではなく、障害の
ある方で、徘徊してしまう方も、支
援の対象に位置づけ、見守り模擬訓
練も、多様な方が徘徊してしまうこ
とを周知するものにしていく方向性
を計画に記して下さい。
理由
　計画（素案）では、『縦割り』の
関係を超えて「地域共生社会」の構
築を目指すとされています。
　高齢者だけでなく、知的障害や高
次脳機能障害の方で、記憶障害や地
誌的障害のある方の中にも、徘徊し
てしまう方がおられます。
　例えば、国土交通省の作成した
「公共交通機関の旅客施設・車両
等・役務の提供に関する移動等円滑
化整備ガイドライン」のなかでは、
高次脳機能障害に、以下のような特
性があることが記されています。
　・失語や失認などにより、案内や
表示を見ても内容が理解できないこ
とがある。
　・記憶障害や地誌的障害などによ
り、道順や経路、目印が覚えられな
いことがある。
　そして、お隣の朝霞市では、障害
者等見守りシールを作成し、知的障
害や高次脳機能障害の方にも交付す
るようになっています。

　障がいに関する具体的な施策については、令和５年度に策
定を予定している「第６次新座市障がい者基本計画・第７期
新座市障がい福祉計画・第３期新座市障がい児福祉計画」で
検討したいと考えていますので、本計画については素案のと
おりとします。

―
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Ｐ５０
第４章　目標実現に向け
た市民、関係団体、市及
び社会福祉協議会の取組
Ｎｏ．６　誰一人として
取り残されない地域づく
り
（３）市の取組
⑤国際交流と外国人の活
躍の促進

　「外国人も地域の一員であるとい
う認識の下、地域が多様性を受け止
める力を高め、国籍を問わず、地域
の支え合い等が行えるような環境づ
くりや地域づくりを推進します。」
とありますが、そのことへの具体的
施策が見えません。 
　外国人の相談窓口、交流の場づく
り、などなど行政や社協としてでき
ることを書くべきではないでしょう
か。また市民としても、地域に住ん
でいるとわかっていても顔が見えな
い、遠巻きにしているだけ、という
ケースが多いのです。どのように共
生していけるかを、どこかに書くべ
きではないでしょうか。 

　「外国人も地域の一員であるという認識の下、地域が多様
性を受け止める力を高め、国籍を問わず、地域の支え合い等
が行えるような環境づくりや地域づくりを推進します。」部
分の具体的施策につきまして、現在、交流の場づくりや当該
地域づくりを推進している市内団体として、新座市国際交流
協会及び日本語教室を運営するボランティア団体が挙げられ
ます。市では、当該団体の活動が円滑に行えるよう、活動場
所の提供や財政面等での支援を行っています。本項目の
「１）国際交流の推進」に日本語教室を運営するボランティ
ア団体を支援する旨の記載がなかったことから、頂いた意見
を踏まえ、主な内容に追加します。
　外国人の相談窓口等につきましては、国や埼玉県で実施し
ている事業を必要に応じて紹介しています。市の相談窓口等
の設置については、財政面や人材面等の課題から、現在は対
応が難しい状況ですが、今後、外国人を含め市民のニーズに
合わせた対応ができるよう検討していきます。
　また、どのように共生していけるかについては、外国人で
あるか否かにかかわらず、誰もが地域で支え合うことを基本
理念として計画を策定しています。そのため、社会福祉協議
会の取組として位置付けている相談窓口や交流の場づくり等
は、外国人を含めた住民全てを対象としています。なお、こ
の考え方については、「第３章　計画の基本的な考え方」の
「１　基本理念」の「（１）人と人の支え合いによる地域共
生社会の実現」として記載しており、地域共生社会の注釈と
して、外国人の増加等により社会の構成員や価値観の多様性
が増しており、地域や社会が多様性を受け止める力を高める
ことが求められている旨を記載していますので、素案のとお
りとします。

○



◆ 意 見 募 集 期 間 ：

◆ 提出者数･意見数： ４人・２９件

◆

指摘箇所 提出された意見 意見に対する市の考え方 市の方針

第４新座市地域福祉計画・新座市社会福祉協議会地域福祉活動計画、新座成年後見制度利用促
進基本計画、新座市再犯防止推進計画（素案）への御意見等と御意見等に対する市の考え方

令和４年１２月６日（火）～令和５年１月５日（木）

提出された意見と意見に対する市の考え方

◎：意見のとおり素案を修正したもの
○：意見どおりではないが、素案の一部修正したもの
△：素案の修正は行わないが、今後の参考・検討課題とするもの
―：素案を修正しないもの／意見を採用しないもの

市民等
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Ｐ５６～
第４章　目標実現に向け
た市民、関係団体、市及
び社会福祉協議会の取組

　令和９年度の目標値が、全体的に
低いのはどの様に定めているので
しょうか。

　目標値については、これまでの実績等を踏まえ、計画を推
進することにより実現可能と考えられる数値を設定していま
す。
　例えば、「Ｎｏ．７　地域と連携して展開する専門的・総
合的相談支援体制の確立」の目標値であれば、身近な相談窓
口に関する認知度向上については、新座市社会福祉協議会及
び民生委員・児童委員の認知度がこれまでのアンケート結果
から減少傾向にあることから、減少ではなく増加を目指すと
いった趣旨でやや増加する目標値を設定しています。
　「公的サービス以外の相談受付を行っている社会福祉事業
者の割合」については、現在取り組んでいる事業所数に取組
意向がある事業所数を加えた数値を目安に設定し、「地域で
相談活動を行っている地域福祉推進協議会の数」について
は、地域福祉推進協議会の母数である６を目標値として設定
しています。

―
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Ｐ５４
第４章　目標実現に向け
た市民、関係団体、市及
び社会福祉協議会の取組
Ｎｏ．７　地域と連携し
て展開する専門的・総合
的相談支援体制の確立

　新座市において、脳卒中などで入
院した後、医療と介護の連携だけで
なく、医療と介護、福祉の連携がス
ムーズに進む相談支援体制を構築し
ていって下さい。
理由
　平成３０年度診療報酬改定で、従
来、医療と介護の連携だけであった
ところを、退院時の指導などにおけ
る要件に障害福祉サービスの相談支
援専門員との連携が追加されたこ
と、その後の障害者総合支援法上の
報酬改定において相談支援専門員側
にも、「入院時情報連携加算」（新
設）、「退院・退所加算」（新
設）、「居宅介護支援事業所等連携
加算」（新設）など、新たに連携を
評価する仕組み（加算）が盛り込ま
れています。
　さらに、治療と仕事の両立支援を
推進する観点から、平成３０年度診
療報酬改定において、主治医と産業
医の連携等を評価する「療養・就労
両立支援指導料」が新設され、令和
２年度診療報酬改定で対象疾患に脳
血管疾患が追加、令和４年度診療報
酬改定で若年性認知症等が追加。
　しかし、朝霞地区医師会が公開し
ている「朝霞地区入退院支援の手引
き」には、これらの報酬の見直し
は、反映されていません。
　那賀保健医療圏域の「入退院支援
ルールの手引き」には、医療と介
護、福祉の連携について、報酬のこ
とも含めて説明が載っております。
　ご参考まで。

　相談支援体制における連携については、本項目の「（３）
市の取組」のうち「②福祉相談室を始めとした各種相談窓口
の充実と行政各部門におけるネットワークの構築」におい
て、関係各課及び関係機関との横断的な連携を図る旨を記載
しており、この関係機関に医療機関やサービス事業所等を含
めて考えています。御意見を頂いたとおり、医療、介護、福
祉の連携がスムーズに進む相談支援体制の構築を進めます。
　なお、入退院支援に係る具体的な事項については、計画を
推進する上での参考とします。

△



◆ 意 見 募 集 期 間 ：

◆ 提出者数･意見数： ４人・２９件

◆

指摘箇所 提出された意見 意見に対する市の考え方 市の方針

第４新座市地域福祉計画・新座市社会福祉協議会地域福祉活動計画、新座成年後見制度利用促
進基本計画、新座市再犯防止推進計画（素案）への御意見等と御意見等に対する市の考え方

令和４年１２月６日（火）～令和５年１月５日（木）

提出された意見と意見に対する市の考え方

◎：意見のとおり素案を修正したもの
○：意見どおりではないが、素案の一部修正したもの
△：素案の修正は行わないが、今後の参考・検討課題とするもの
―：素案を修正しないもの／意見を採用しないもの

市民等
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Ｐ５８
第４章　目標実現に向け
た市民、関係団体、市及
び社会福祉協議会の取組
Ｎｏ．７　地域と連携し
て展開する専門的・総合
的相談支援体制の確立
（４）社会福祉協議会の
取組
②相談窓口の充実
１）ふくし相談

　福祉相談とふくし相談の違いはあ
るのでしょうか？　ふくし相談が固
有として遣われているのであれば『　　
』で固有化してほしいが…

　福祉相談については「福祉相談室」といった固有名詞で使
用しており、「ふくし相談」については、日常生活の悩みご
とや心配ごとの相談等の話を伺う社会福祉協議会の事業を示
しています。また、本計画では固有名詞を多く記載してお
り、ふくし相談を含め、全ての固有名詞に括弧を付けること
は考えていませんが、御意見を踏まえ、ふくし相談を「社協
ふくし相談」に改めます。 ○

19

Ｐ６１
第４章　目標実現に向け
た市民、関係団体、市及
び社会福祉協議会の取組
Ｎｏ．８　自立と尊厳が
守られ、ＳＯＳに気付き
やすい地域づくり
（３）市の取組
②権利擁護事業の推進

　平成２８年の総合法律支援法の改
正により特定援助対象者法律相談援
助制度に関する業務が日本司法支援
センター（法テラス）の業務として
追加されたことを周知していくこと
を計画に記して下さい。
理由
　特定援助対象者法律相談援助制度
をご存知ない方が多いと思います。

　特定援助対象者法律相談援助制度の対象となる方の支援を
含め、各相談支援を行うに当たっては、様々なサービス・制
度等を考慮した上で、適切な支援を行う必要があると考えて
います。
　そのため、特定の制度に係る周知等を改めて記載すること
は考えていませんので、素案のとおりとします。

―
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Ｐ６３
第４章　目標実現に向け
た市民、関係団体、市及
び社会福祉協議会の取組
Ｎｏ．９　地域全体で共
に学び育つ環境づくり

　障がいの有無だけでなく、貧困、
虐待、ヤングケアラー、学校に行き
づらさを感じている子など課題はあ
る。そうした課題への記述を加えて
ほしい。 

　虐待については、「第４章　目標実現に向けた市民、関係
団体、市及び社会福祉協議会の取組」の「Ｎｏ．８　自立と
尊厳が守られ、ＳＯＳに気付きやすい地域づくり」の
「（３）市の取組」のうち「③虐待防止対策の推進」で位置
付けており、本項目と別に記載すべきだと考えています。
　また、御意見を踏まえ、本項目の【現況等】に、貧困、ヤ
ングケアラー、学校になじめない等の支援が必要な子どもも
含め、地域の一員として孤立することなく学び育つことので
きる環境づくりへの配慮が求められている旨を追加し、【課
題】の「（２）障がいのある子どもが地域で共に学び育つた
めの環境をつくる」を「（２）障がいのある子どもや支援が
必要な子どもが地域で共に育つための環境をつくる」に修正
します。

○
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Ｐ６５
第４章　目標実現に向け
た市民、関係団体、市及
び社会福祉協議会の取組
Ｎｏ．９　地域全体で共
に学び育つ環境づくり
（３）市の取組
②地域で共に学び育つ環
境づくり
１）障がい児支援

　小児期の高次脳機能障害への支援
についても、触れて下さい。
理由
　２０２０年度、新座市が埼玉県に
報告した「福祉行政報告例」「第２
１の３　市町村における相談支援」
の相談実績で、高次脳機能障害児の
相談が２名報告されていましたの
で。

　本項目については、全ての障がい児を念頭に置いた基本的
視点を記載したものであり、特定の障がい児への支援策を改
めて記載することは考えていませんので、素案のとおりとし
ます。

―
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Ｐ７０～７２
第４章　目標実現に向け
た市民、関係団体、市及
び社会福祉協議会の取組
Ｎｏ．１１　災害に対し
て安心できる地域づくり
（３）市の取組
①市民の防災力の向上
１）自主防災組織育成
③避難行動要支援者対策
の推進
１）避難者行動要支援者
支援制度

　（防災）地域の自主防災会の活動
については、地域の特性も考慮しな
がら重視すべきですが、高齢化によ
り自主防災会の担い手が少なくなっ
てしまった地域への支援に言及すべ
きではないでしょうか？
　また７２頁の、避難行動要支援者
名簿が実態と必ずしも合致していな
いとも指摘されています。現在は
「手挙げ方式」と言われています
が、現実に避難時要支援者を把握で
きる名簿を作製するには、町内会・
自治会、社協支部、地域担当の民
生・児童委員からの意見を取り入れ
るなどの必要があるのではないで
しょうか? 

　自主防災会の活動については、組織員の確保以外にも、防
災リーダーの不足や地域によって防災活動に温度差があるな
どの課題があります。そのため、本計画においては、素案の
とおりとし、防災訓練や出前講座等の機会を通じて、自主防
災会活動の啓発をするなど、総合的に自主防災会の育成を
図っていきます。
　避難行動要支援者支援制度については、現状、本市の対象
要件に合致する方のうち、登録届出書を御提出いただいた方
の情報を名簿に掲載し、町内会等の避難支援等関係者に配布
しています。また、大規模災害時には、登録届出書の提出の
有無にかかわらず、対象要件に該当する全ての避難行動要支
援者の名簿を配布します。なお、避難支援等関係者には、配
布した名簿を基に、地域支援者の選出や、個別避難支援プラ
ンの作成に取り組んでいただいていますので、今後につきま
しても、避難支援等関係者と連携の上、避難行動要支援者支
援制度を運用していきます。

―



◆ 意 見 募 集 期 間 ：

◆ 提出者数･意見数： ４人・２９件

◆

指摘箇所 提出された意見 意見に対する市の考え方 市の方針

第４新座市地域福祉計画・新座市社会福祉協議会地域福祉活動計画、新座成年後見制度利用促
進基本計画、新座市再犯防止推進計画（素案）への御意見等と御意見等に対する市の考え方

令和４年１２月６日（火）～令和５年１月５日（木）

提出された意見と意見に対する市の考え方

◎：意見のとおり素案を修正したもの
○：意見どおりではないが、素案の一部修正したもの
△：素案の修正は行わないが、今後の参考・検討課題とするもの
―：素案を修正しないもの／意見を採用しないもの

市民等
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Ｐ７４
第４章　目標実現に向け
た市民、関係団体、市及
び社会福祉協議会の取組
Ｎｏ．１２　地域ぐるみ
による防犯活動の強化

　新しい手口の犯罪が増して来まし
た。
　犯罪に巻き込まれるおそれがあ
り、ホテル等に緊急避難が必要な
時、手持ち資金がない場合もありま
す。そこに対処するための資金の
「緊急貸付け制度」を実施計画をつ
くる折にはいずれかのセクションで
考えて欲しいものです。

　緊急時の対応については、相談があった場合に各分野の窓
口の外、福祉相談室や社協ふくし相談で応じながら、適切な
制度・機関につなぎ、必要に応じて保護等の対応を行ってい
ることから、現時点で新たな制度をつくることは考えていま
せん。
　各福祉施策や相談窓口の充実については、基本方針２の
「誰もが自分らしく暮らせる地域の基盤をつくる」で位置付
けていますので、素案のとおりとさせていただきます。
　なお、地域福祉計画については、実施計画を策定する予定
はありません。

―
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Ｐ８１
第５章　支え合いを支え
る仕組みづくり
１　地域共生社会の推進
図８　地域福祉圏域にお
けるネットワーク

　（１）協議体と福進協の統合を目
指すと明記されたことは、とても良
かったと思います。さらに現在考え
られている統合までの道筋を明らか
にしていただきたい。 
　（２）福進協運営委員会の下部に
事業グループＡ～Ｄがあるが、これ
は、統合した時のイメージなので
しょうか？　計画に記載があるとこ
のような形にしなくではいけなくな
るのか不安です。その時点での実態
にあった運営体制にできるようにす
るために、こうした記載はないほう
が良いと思います。

　地域福祉推進協議会と協議体の統合については、モデルと
なる統合案を示した上で、地域福祉推進協議会と協議体に参
加している方と協議しながら進めていきたいと考えています
が、各地域福祉圏域の現状が様々であり、協議していく中
で、統合の時期が変更になったり、モデルと違う形で統合を
進めていくことも生じるものと考えられます。御意見のとお
り、その時点での実態にあった運営体制を基本とするため、
計画の策定時点で統合案等を具体的に記載することは考えて
いませんが、早期に協議を進め、本計画の計画期間内に各圏
域で結論を出したいと考えています。
　「事業グループ」については一例として記載したものであ
り、必ずしもこのような形にする必要がないことから御意見
を踏まえ、「事業グループ」を「事業」に変更する等の修正
を行います。

○
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Ｐ９３
第６章　新座市成年後見
制度利用促進基本計画
４　目標実現に向けた取
組
（３）利用促進に向けた
環境整備

　市民後見人の養成に向けた取組
を、ぜひ進めてほしいと思います。 
　日常生活自立支援事業 「あんしん
サポートねっと」も、もっと分かり
やすく利用しやすいものに。

　市民後見人の養成に向けては、地域連携ネットワーク及び
中核機関に求められている利用促進機能として取組を進めて
いきます。
　「あんしんサポートねっと」については、市と実施主体で
ある新座市社会福祉協議会が連携し、周知・啓発に努めるな
ど利用促進を図っていきます。

―
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Ｐ９４
第６章　新座市成年後見
制度利用促進基本計画
４　目標実現に向けた取
組
（３）利用促進に向けた
環境整備
取組を評価する指標
①成年後見制度利用件数

　利用件数だけでなく、内訳「認知
症、知的障害、統合失調症、高次脳
機能障害、遷延性意識障害、その
他」の件数もしくは割合も公表し、
事業評価をしていって下さい。
理由
　最高裁判所事務総局家庭局が公表
している「成年後見関係事件の概
況」では、「参考資料」ではありま
すが、「開始原因別割合」のところ
で、高次脳機能障害が原因の割合が
何パーセントかも公表されていま
す。
　成年後見制度に比べて、さらに認
知されていない高次脳機能障害のこ
とを周知する意味でも、利用件数の
内訳として「開始原因別件数」もし
くは「開始原因別割合」も記して
いっていただけると嬉しく存じま
す。

　家庭裁判所に確認したところ、利用件数の内訳について
は、把握していないとのことでしたので、公表及び評価に活
かすことはできないため、素案のとおりとします。

―
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全体 　全体のデザインについて 網掛けの
色が濃すぎて文字が読みづらい箇所
が多数あるので、濃淡を調整してく
ださい。

　網掛けの色を調整し、読みやすいように配慮します。

◎
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全体 　全体として「生活支援コーディ
ネーター」の担う分野がとても重
要、かつ多岐に渡っています。大切
な役割だと再認識します。

　計画を推進し、取組を進めていきます。

―



◆ 意 見 募 集 期 間 ：

◆ 提出者数･意見数： ４人・２９件

◆

指摘箇所 提出された意見 意見に対する市の考え方 市の方針

第４新座市地域福祉計画・新座市社会福祉協議会地域福祉活動計画、新座成年後見制度利用促
進基本計画、新座市再犯防止推進計画（素案）への御意見等と御意見等に対する市の考え方

令和４年１２月６日（火）～令和５年１月５日（木）

提出された意見と意見に対する市の考え方

◎：意見のとおり素案を修正したもの
○：意見どおりではないが、素案の一部修正したもの
△：素案の修正は行わないが、今後の参考・検討課題とするもの
―：素案を修正しないもの／意見を採用しないもの

市民等
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― 　第３次新座市地域福祉計画に位置
づいていた事業「高次脳機能障がい
者や知的障がい者等への意思疎通支
援」は、どのように実施され、さら
に第４次新座市地域福祉計画で、ど
のように展開していかれるのかお示
し下さい。
理由
　高次脳機能障害に伴う失語症者へ
の支援として、近い将来、新座市で
も「失語症者向け意思疎通支援者派
遣事業」が施策に位置づけられると
思われます。また、障害者による情
報の取得及び利用並びに意思疎通に
係る施策の推進に関する法律（障害
者情報アクセシビリティ・コミュニ
ケーション施策推進法）が、昨年５
月２５日に公布・施行されていま
す。

　第３次計画に記載されている高次脳機能障がいや知的障が
い者への意思疎通支援のための事業の在り方については、検
討が進んでいない状況です。
　第４次新座市地域福祉計画では、「第４章　目標実現に向
けた市民、関係団体、市及び社会福祉協議会の取組」の「Ｎ
ｏ．６　誰一人として取り残されない地域づくり」の
「（３）市の取組」の「②障がい者に対する支援の充実」の
うち「２）障がい者地域生活支援事業の充実」に内包される
ものとなりますが、障がい者地域生活支援事業の詳細につい
ては、令和５年度に策定を予定している「第６次新座市障が
い者基本計画・第７期新座市障がい福祉計画・第３期新座市
障がい児福祉計画」で検討を進めていきます。

―


